
　都市計画道路中３・３・１号中和幹線を次のように変更する。 区　域番   号 路 線 名 起　 点 終　 点 主な経過地 延　長 構造形式 車線数の数 幅　員 地表式の区間における鉄道等との交差の構造

3･3･1 中和ちゅうわ幹線かんせん 桜井市さ くらいし　　大字おおあざ黒崎くろさき 香芝市か し ば し田尻た じ り
桜井市さ くらいし大字粟殿おおあざおおどの、大字　おおあざだいふく大福、大字　おおあざ脇本わきもと、大字慈恩寺おおあざじおんじ、大字おおあざ外山と び 、大字おおあ金屋、ざかなや、大字おおあざ三輪み わ 、大字おおあざかみのしょう上之庄、大字おおあざひがししんどう東新堂ししんどう、橿原市かしはらし常盤町ときわちょう、北きた妙法寺みょうほうじ町ちょう、葛本くずもと町ちょう、上品寺じょうぽんじ町ちょう、豊田町とよだちょう、土つ橋町ちはしちょう、　新賀町しんがちょう、中曽司な か ぞ し町ちょう、大和やまと高た田市かだし大字おおあざ松塚まつづか、土庫どんご三さん丁目ちょうめ、大字おおあざ土ど庫んご、大字おおあざ藤森ふじのもり、　大字おおあざ池尻いけじり、広陵町こうりょうちょう大字おおあざ安部あ べ 、山陵みささぎ台だい、馬うま見み 南みなみ二丁にちょう目め 、三さん丁目ちょうめ、一丁目いちちょうめ、六ろく丁目ちょうめ、五ご 丁目ちょうめ、大字おおあざ大塚おおつか、香芝市か し ば し真美ヶ丘まみがおか四よん丁目ちょうめ、三さん丁目ちょうめ、七なな丁目ちょうめ、六ろく丁目ちょうめ、一いっ丁目ちょうめ、二に 丁目ちょうめ、五ご 丁目ちょうめ、西真美に し ま み三さん丁目ちょうめ、一いっ丁目ちょうめ、二に 丁目ちょうめ、下田しもだひがし東五ご 丁目ちょうめ、一いっ丁ちょ目うめ、高山たかやま台だい一いっ丁目ちょうめ、二に 丁目ちょうめ、三さん丁ちょ目うめ、北きた今市いまいち一いっ丁目ちょうめ、三さん丁目ちょうめ、五ご 丁ちょ目うめ、六ろく丁目ちょうめ、逢坂おうさか四よん丁目ちょうめ、七なな丁目ちょうめ、八はっ丁目ちょうめ、穴虫あなむし

約22,240m 4車線 22m(20～38m)

－約22,240m　「区域及び構造は計画図表示のとおり」理由：別紙変更理由書のとおり

大和都市計画道路大和都市計画道路大和都市計画道路大和都市計画道路のののの変更変更変更変更（（（（奈良県決定奈良県決定奈良県決定奈良県決定））））

車線数の内訳 ２車線４車線

備　考種　別 名　　　　　称 位　　　　　置 構　　　　　　　造

幹線街路



区　域番   号 路 線 名 起　 点 終　 点 主な経過地 延　長 構造形式 車線の数 幅　員 地表式の区間における鉄道等との交差の構造桜井市さ く らいし大字おおあざ慈恩寺じ お ん じ 桜井市さ く らいし大字おおあざ金屋かなや 約870m 嵩上式 25～31m桜井市さ く らいし大字おおあざ金屋かなや 桜井市さ く らいし大字おおあざ粟おお殿どの 約710m 嵩上式 28～41m香芝市か し ば し下田し も だ東ひがし 香芝市か し ば し北今市きたいまいち 約1,270m 嵩上式 30～49m約19,390m 地表式 20～38m 近鉄橿原線と立体交差、近鉄大阪線と立体交差自動車専用道路と立体交差１箇所国道24号バイパス線と立体交差二上田尻線と立体交差幹線街路と平面交差18箇所幹線街路
備　考種　別

内訳
名　　　　　称 位　　　　　置 構　　　　　　　造



都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路    ３３３３・・・・３３３３・・・・１１１１号号号号    中和幹線中和幹線中和幹線中和幹線をををを変更変更変更変更するするするする理由理由理由理由    
 １． 都市計画道路 ３・３・１号 中和幹線の概要 

 

 (都)中和幹線は、中和地域の東西の軸として奈良県桜井市から奈良県・大阪府界に至る延長約２２ｋｍ、標準幅員２２ｍ、車線数４の幹線道路であり、奈良県中和地方都市地域の主要な軸として、広域的な「連携機能」を有し、さらに中和地域と大阪都市部の流通、交流の活性化を促す「交流機能」を有する道路として期待されている。 昭和４０年に都市計画決定後、同４８年に中和幹線と名称変更され、最終平成１５年に都市計画変更され、現在に至っている。 
 ２． 都市計画変更の内容 １）変更の必要性 今回変更する区間の幅員は昭和４０年に、当時の道路構造令に基づいて、都市計画決定されているが、整備を進めるにあたり、現在の道路構造令に基づいた幅員に変更する必要が生じたことによるものである。 次に高田バイパス線との交差方法について現在の都市計画は立体交差となっているが、最新の交通量予測に基づき交差点の検討を行った結果、平面交差で交通処理が可能なことから平面交差とする。 また現在の都市計画における大阪府境の連続する曲線部や一部の急曲線部について、交通の安全性を高めるために、道路線形の改善を行うものである。 ２）変更の内容 都市計画道路高田バイパス線との交差部から大阪府境の約２ｋｍの区間において以下の変更を行う。 ・ 最小幅員を１８ｍから２０ｍへ変更する。 ・ 都市計画道路高田バイパス線との交差方法を立体交差から平面交差へ変更する。 ・ 大阪府境付近他において道路線形を改善する。 
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